
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童生徒の育成に取組むための実施計画を作成しまし

たので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  令和２年 ５月 ２１日 

学校名   福井市湊小学校   

校長氏名  渡辺 裕美     

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 身近な地域や地球規模の環境について学習します。 

② 水や電気・用紙などの、省エネルギー･省資源を心がけます。 

③ 学校内でのごみ減量・リサイクルに取り組みます。 

④ 環境保全活動（清掃活動や花を育てる活動）を進めます。 

２ 取組内容 

① 環境学習・環境教育 

 ・省エネルギー･省資源活動が体験できる授業を行います。 

 ・地域の清掃活動や校内の美化に取り組みます。   

② 省エネルギー･省資源 

  ・使用していない教室や廊下、トイレなどの照明をこまめに消します。 

 ・片面を使用した反古紙で、可能なものは裏面を利用します。 

③ ごみ減量・リサイクル 

  ・地域のごみ分別ルールに従って分別します。 

 ・リサイクルに取り組みます。（習字用紙、はがき、インクジェットなどの回収など）  

④ その他の環境保全活動 

 ・地域の清掃活動や校内の美化に取り組みます。   

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載してください。） 

④の環境保全活動では環境委員会が全校集会の場にて、環境を守る活動の呼びかけをしたり、育てた花

を紹介したりして、全校児童に周知徹底していく。また、清掃活動を通して班長は班員へ、班員は班長

へお互いに感謝の言葉を言ったり手紙を書いたりする活動を設ける。 



様式第２号                                                   （提出日）令和３年２月１８日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名  

湊小学校  

１ 今年度の目標（学校の約束） 

⑤ 身近な地域や地球規模の環境について学習します。 

⑥ 水や電気・用紙などの、省エネルギー･省資源を心がけます。 

⑦ 学校内でのごみ減量・リサイクルに取り組みます。 

⑧ 環境保全活動（清掃活動や花を育てる活動）を進めます。 

２ 取組内容 

① 環境学習・環境教育 

４年生は、総合的な学習の時間に、地域などの身近な

学習から、地球規模の環境問題まで広げて調べました。

残念ながら今年度は例年行っているクリーンセンターや

浄水場の施設の見学ができませんでした。本やパンフレ

ットで調べることが中心の学習でしたが、各々が興味を

もったことを環境新聞にまとめました。自分が調べたこ

とを、グループで、またクラス全体で発表していきまし

た。  

② 省エネルギー・省資源 

コロナ対策として、手を洗う機会が多くなったことを受け、後期の環境委員会では、

節水のミニポスターを作成しました。学校の水道がある場所に掲示し、「水を出しすぎ

ない」、「使い終わったら蛇口をしっかり閉める」、「水を出しっ放しにしない」など、各

自が大事だと思うことを、イラストを添えて作りました。同時に節電ミニポスターを作

りました。節電ミニポスターは、５・６年教室や特別教室の電気横に掲示しました。来

年度は、他の教室にも掲示し、環境委員会中心に節電・節水の呼びかけを行う予定で

す。 

 

 

 

 

 

 

③ ごみの減量・リサイクル 

・今年度は、ゴミ箱からの感染を防ぐために、普通教室のごみ    

は小さめのゴミ袋を用意し、毎日捨てています。そのための   

ゴミ箱を階段下に設置しました。燃やせるごみと燃やせない 

ごみのごみ箱を分別しています。このごみ箱のごみも、毎日 

日直の職員が始末をし、コロナ対策と衛生に努めています。 



 

・書写室では、使用済みの半紙、再び使用する用の新聞紙、  

汚れがひどい新聞紙の３種類に分けて分別しました。使用   

済みの半紙は、硯に残った墨を拭いたり、資源ごみとして 

だしたりするのに活用しました。新聞紙は２種類に分ける  

ことで、新聞紙のリサイクル率を上げていきました。 

 

④ 環境保全活動（花を育てる活動や美化活動） 

・環境委員会で、花の苗を花壇  

やプランターに移し替えて育  

てていきました。当番活動と 

して、花の水やりを行いまし 

た。定期的に花壇の草取りも 

行いました。 

・清掃活動では、学期末に班長が班員にがんばりカードを渡しています。頑張った班員に 

直接言葉がけしたり、メッセージカードに書いて渡したりしました。班長は、担当の先

生からカードをもらいました。班員は班長にありがとうカードを渡し、掃除を通じて心

の交流を図っています。 

〇 環境学校訪問 

福井市環境学習プログラム学校訪問員をはじめ、５名の方  

が、湊小学校の環境 ISOの取組の様子を参観するため、来校 

されました。 

環境委員会が取り組んだことを発表しました。今年度は学 

習活動が制限されていたこともあり、例年のような活動がで  

きなかったため、過去数年間の取組の様子も発表していきま 

した。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

環境学校訪問では、今年度、環境委員として活動したことのほかに、昨年度、一昨年度の

環境委員が全校集会で発表したものを、５年生と６年生に分かれて行いました。また、環境

委員として頑張りたいことを一人一人が伝えました。その後の委員会で、お互いの良かった

ところを話し合っていきました。 

３ 

見
直
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 【具体的効果】 

・４年生は、校外学習で浄水場などの見学ができませんでしたが、本や動画で身近な

環境問題や地球規模の問題について理解を深めました。福祉活動とも関連づけてこ

れから自分たちが行っていきたいことについても考えられました。 

・学年間の交流がなかなかできない中、毎日の清掃活動は、異学年とふれ合う、貴重

な場となりました。 

【改善点】 

  今年度は、コロナ感染防止対策を第一として学校生活を送ってきたため、地域清

掃ボランティアや地域の方々を招いての花壇づくりなど、計画していた活動ができ

ませんでした。来年度もおそらく同じような活動制限がかかる中で、できる限りの

ことをやっていくために、新しい取組を模索していかなければならないと感じてい

ます。 


